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折角の機会なので、日本学術会議と関東大震災、地震研究との関係について少し話をさせて戴きます。 
 
関東大震災は 1923年 9月、一方で日本学術会議が発足したのは 1949年 1月ですから、両者には直接

のつながりはありません。でも、学術会議の機能が、学者が政治や社会に対して諸科学の見地から様々提言や助
言を行うこととすると、その起源は明治維新からも日の浅い 1879年（明治 12年）に発足した東京学士院会に
なると思います。初代の会長は、間もなく 1万円札の顔を譲ることになる福沢諭吉で、発足時のメンバ－7人は全
員が文系でした。やがて、日本でも当初は御雇外国人学者に先導されながら自然科学や工学、医学分野を含め
た科学研究が急速に発展します。そうした中で、日本に比較的長く滞在して日本でも研究を手掛けることも多かっ
た若手の御雇外国人研究者が関心を持ったのが地震に関する研究でした。明治の頃にも、浜田地震（1872年、
M7.1、死者 552 人）、濃尾地震（1891 年、M8.0 ,死者 7273 人）、庄内地震（1894 年、M7.0、死
者 726人）、明治三陸沖大地震（1896年、M 8.2、死者 21,959人）等が起こりました。また、外国人居
留地付近で起こった横浜地震（1880 年、M5.9、死者 2 人）も至近で起こったという意味でインパクトを与えた
のです。 

 
こうした研究は、地震計の開発によって、地震動の分析を行うことから、地震予知、あるいは耐震設計の開発等

へと発展し、国内にも第一次の日本地震学会が創設されました（1880 年）。また、外国人研究者の手によって
これらの研究成果が欧米にも紹介され、日本が、最先端の地震計を開発して地震研究を行っていることが伝えら
れたのでした。日本人の研究者も万国測地学協会、万国地質学連合会等へ積極的に参加し、北緯39度8分
の地点を世界で 6 か所選んで緯度観測所を設置する際には、水沢市が選ばれ、長く世界の測地研究の中心の
一つになったりしました。 初めの学術国際組織であったＩＡＡ万国学士院連合には、第 3回総会から帝国学士
院が参加しました。そのきっかけになったのは、地震学に関する国際会議における日本人研究者の活躍を欧州主
要国のアカデミーが認めていたからといえます。 

 
 そうした中で、関東大震災を迎え、実践的な対応としての都市の改造とともに、地震に関連した研究も世界の拠
点の一つとして一層盛んになったことはご承知の通りです。 
 
 科学研究は、高度に抽象化されたり、地域性とはあまり縁がなくなる面があるものの、地域とその人びとの必要が
学問の発展を促すという基本的な関係が存在すると私は考えています。その意味で、関東大震災 100 周年を機
会に、日本の研究者、アカデミーが今後一層力を入れていくことが宿命的に求められている分野は何かという点に
立ち返り、その一つとして改めて防災減災の学術研究を進めていく必要があるのではないかと考えます。 
本日のフォーラムがその一環としての役割を果たすことを期待します。 
  
 


